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社会福祉法人二宮町社会福祉協議会 
令和 8 年度事業計画 

 

【基本理念】 

 

【基本方針】 

 近年、地域や家族のつながりの希薄化などで社会的孤独や孤立に陥りやすい状況の中、

将来への懸念に加え、不安定な社会情勢による物価高騰の影響から、家計の負担や心身の

不調を抱える方々が増えています。 

国においては、少子高齢化や人口減少の進行により地域社会の担い手が減少し、地域社

会そのものの存続が懸念される中、住民一人ひとりが役割を持って活躍し支え合う「地域

共生社会」の実現を目指しています。 

二宮町では、町と本会が一体的に策定した第３次地域福祉活動計画の基本理念として「み

んなでつくる みんなで支える 誰もがつながるまち」を掲げています。 

今年度は計画の４年目にあたり、地域力を生かした地域福祉活動の推進や、福祉関係団

体等との横断的な連携・協力体制によるネットワークづくりに取り組んでいます。 

 個別施策では、引き続き地域コミュニティの醸成を推進するために地区社協活動の支援

強化を図るとともに「地域の通いの場」の充実に向けた支援を、町と連携して実施します。 

 災害対応としては、大規模災害発生時に地域の迅速な復興支援が行えるよう、町や関係

機関、地域の防災拠点と連携する災害ボランティアセンターの設置・運営に備えた訓練の

実施および運営マニュアル等の整備に努めます。 

地域福祉にかかわる複雑・多様化する支援ニーズに対応するためにきめ細かな相談支援

を総合的に提供する仕組みをつくることが必要となります。 

これを踏まえ、相談支援体制の機能強化を進めるとともに、福祉サービスの質の向上に

努めます。 

 以上、重点目標として、地域住民や地域の多様な主体が我が事として参画し、人と人、

人と資源が世代や分野を超えてつながる地域づくりに向け、地域の皆さまや関係団体と連

携しながら本会事業を進めてまいります。 

 

【重点目標】 

１ 地区社協活動の支援強化（継続事業） 

２ 災害ボランティアセンターの体制強化による地域防災力の向上 

３ 総合的な相談支援体制の機能強化 



令和８年度目標 ページ

①役員会
社会福祉法の趣旨に基づき、地域福祉の推進主体として効率的かつ安定的な法人運営体制の整備及
び機能強化を図る。

1

②評議員会
地域住民の代表として法人運営を適切に監督するとともに、重要事項の審議を通じて、透明性と公
益性の高い法人運営の確保に努める。

2

③事務局運営事業
・職員の対応力及び事務遂行能力の向上を図るため、業務全般に関する研修を実施する。
・第３次地域福祉活動計画の進捗確認及び実施状況の検証を行い、課題の整理を行う。

3-4

④退職金積立事業
退職給付に係る必要額の積立を計画的に行うとともに、退職者の発生に応じて適切に取崩しを行
う。

5

⑤災害見舞金事業 見舞金の適切かつ迅速な支給を行う。 6

①広報紙発行事業 掲載内容及び記事配置の見直しを行い、読者の意見を収集して広報紙へ反映する。 7

②ホームページ事業
ホームページ及びSNSを活用し、タイムリーな情報発信を行うとともに、町社協を身近に感じられ
る内容の掲載に努める。

8

①福祉のつどい事業
・楽しく福祉に触れられる催しを検討、実施する。
・文化活動発表会の参加団体・観客数を確保する。
・包括と連携し福祉講演会を実施する。

9

②顕彰表彰事業 地域福祉に功績のあった個人及び団体を顕彰し、住民の理解と参加意識の向上を図る。 10

①更生保護女性会助成事業 更生保護女性会の活動に対し助成を行い、更生保護活動の推進を図る。 11

②社会を明るくする運動助成事業 社会を明るくする運動の円滑な実施に資するよう、適時、助成を行う。 12

①心配ごと相談所事業
相談従事者の職制ごとの強みも含め、SNS等も活用し広く事業の周知を行う。また、相談体制につ
いて検討を行う。

13

①ボランティア活動連絡調整事業
・登録ボランティア団体の福祉体験内容を整理し、学校等からの相談に応じる。
・災害ボランティアセンター設置に向けた体制整備を進める。

14

②ボランティアグループ助成事業 県や町等の補助（支援）事業の情報を収集し、ボランティア団体へ情報提供を行う。 15

①地区社協部会運営事業
・地区社協と協議・情報共有を行い、地域課題に対応した活動の継続体制を整備する。
・研修を通じて担い手を育成し、住民主体の支え合い活動を担う人材を確保する。

16-17

②生活支援ネットワーク事業 地域資源の活用状況を踏まえ、事業の運用方法の見直しおよび今後の方向性の整理を行う。 18

①年末たすけあい募金配分金事業
対象者へ年末たすけあい募金の配分を行えるよう、周知方法の改善および分配基準に必要な書類の
整備を進め、必要な時期に適切な配分を実施する体制を整える。

19

①日常生活自立支援事業
・専門員・生活支援員の資質向上により適切な支援を行う。
・困難ケースは関係機関へつなぎ、情報共有を図りつつ現行体制で事業を継続する。

20

事業名

Ⅰ．社会福祉事業

１．法人運営事業

（１）法人運営事業

（２）広報事業

（３）社会福祉大会事業

（４）助成事業

（５）心配ごと相談所事業

（６）ボランティアセンター事業

（７）地域福祉活動推進事業

（８）共同募金配分金事業

（９）福祉サービス利用援助事業（県社協受託事業）



令和８年度目標 ページ

①緊急通報システム事業
設置要綱の見直しおよび運用方法の整理を行い、必要性を適切に判断したうえで、真に支援を要す
る高齢者世帯へ機器を設置できる体制づくりを進める。

21

①ファミリーサポートセンター事業 町担当課と支援ケースの情報共有を図る。 22

①生活福祉資金貸付事業
・県社協などの関係機関と連携し、生活困窮者の自立に向けた相談および貸付の支援を行う。
・相談者の生活状況に応じてフードバンクなどを活用した支援を行う。

23

①緊急援護資金貸付事業
関係機関と連携し、生活困窮者に対する緊急的な資金貸付および相談対応を行うとともに、必要に
応じてフードバンク等を活用した生活維持支援を行う。

24

①社会福祉基金積立事業 基金の積立及び取扱を規程に基づき適切に行う。 25

①善意銀行
・寄付金品の活用状況について周知を行い、寄付への理解促進を図る。
・寄付金品を適切に管理し、地域福祉活動の支援に活用する。

26

①生活支援体制整備事業
・課題解決に向けた関係機関との連携体制を強化する。
・情報発信の方法についても広報紙だけではなくSNSを活用する。

27-28

①法人後見事業
・事業実施体制の整備を図る。
・職員の資質向上のため、情報共有の場に参加する。

29

①居宅介護支援事業
・他事業所との事例検討や各種研修会等を活用し、サービスの質の維持・向上を目指す。
・居宅介護支援業務の見直し・効率化に努め、職員体制の強化と経営の安定を図る。
・業務継続計画（BCP）を軸に、各関係団体との連携を強める。

30

①訪問介護事業
・ヘルパーへの研修等によるスキルアップと登録ヘルパー増員による人員の確保。
・町民への広報活動や他事業所との連携により、認知度を高める。

31

②訪問介護自主事業 サービス内容や料金を検討するとともに、必要な方がサービスを利用できるよう周知する。 32

①就労継続支援事業
・災害時の対応の整備及び周知、備蓄品等の確保。
・利用率改善のための取り組みを検討する。
・職員の業務の明確化・細分化を行い、業務の負担軽減及び効率化を図る。

33-34

①指定特定相談支援事業 就労継続支援B型事業の運営を安定を図る。 35

①ともしびショップ運営事業 障がい者スタッフが働きやすいよう作業内容及び業務分担を調整し、就労環境の充実を図る。 36

①地域包括支援センター事業
・地域包括ケアシステムの中核機関として、町や関係団体と連携を強化にし、地域課題の明確化を
図り、地域づくりや政策形成に向けて働きかける。
・また地域包括支援センターとしての資質向上と啓発活動・相談しやすい環境整備を行う。

37-39

②認知症地域支援・ケア向上事業

・引き続き、認知症サポーター養成講座やステップアップ講座、認知症予防の講座を開催し、正し
い知識の普及啓発を行う。
・「本人の声」を大切に、認知症の人やその家族が暮らしやすい町づくりを考える。
・認知症初期での相談や、診断を受けてから支援につながるまでのサポートを重点的に行うことで
重度化防止に取り組む。

40-41

（１）地域包括支援センター事業（町受託事業）

（１）就労継続支援事業

（２）指定特定相談支援事業

Ⅱ．公益事業

１．ともしびショップ運営事業

（１）ともしびショップ運営事業

２．地域包括支援センター事業

３．障害福祉サービス事業

（10）緊急通報システム事業（町補助事業）

（11）ファミリーサポートセンター事業（町受託事業）

（12）生活福祉資金貸付事業（県社協受託事業）

（13）緊急援護資金貸付事業

（14）基金積立事業

（15）善意銀行

（16）生活支援体制整備事業

２．ヘルパーステーション事業

（１）居宅介護支援事業

（２）訪問介護事業

（17）法人後見事業

事業名



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 理事会開催 ▼ ▼ ▼ ▼

ロ 事業の能率的かつ活動的な推進と運営を図るため、理事部会を開催する

○ 財務部会（年1回） 部会開催 ▼

・各事業の財務内容について確認する

○ 企画運営部会（年2回） 部会開催 ▼ ▼

・第２次地域福祉活動計画の評価を実施する
決算事業報告に併せ評価の実施
⇒決算理事会・評議員会に報告

▼

○ 広報部会（年6回） 部会開催 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

・広報紙の発行について検討を行う。 掲載内容等の検討 ▼ 発行 ▼ 発行 ▼ 発行

ハ 社協業務及び会計経理の適正な執行のため、監査を実施する（年1回） 監事会開催 ▼

ニ 監事（税理士）による指導 月次報告、会計指導、財務体質改善の検討 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

事業概要
事業計画・スケジュール

執行機関として理事会を開催する（年4回・監事同席）

令和8年度目標
（計画・評価・課題を含め）

社会福祉法の趣旨に基づき、地域福祉の推進主体として効率的かつ安定
的な法人運営体制の整備及び機能強化を図る。

第３次地域福祉活動計画
(R5～R9)への位置づけ

計画の進捗評価と課題
 (令和7年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・役員の構成を見直したほか、評議員選任・解任委員会を設置するな
ど、ガバナンスの強化を図った。
・役員研修を実施することで、社協事業への理解がより一層深まり、運
営体制の強化につながった。

【未達成事項】
　　－

①役員会 1,034 0

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（１）法人運営事業 45,379 2,748

サービス区分（A) 8年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減 　

二宮町社会福祉協議会　令和8年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
理事会の運営及び法人運営事務並びに監査を行い、
法令に基づく適正な法人運営を確保する。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 議決機関である評議員会を開催する（年4回） 評議員会開催 ▼ ▼ ▼ ▼

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

地域住民の代表として法人運営を適切に監督するとともに、重要事項の
審議を通じて、透明性と公益性の高い法人運営の確保に努める。

事業概要
事業計画・スケジュール

計画の進捗評価と課題
 (令和7年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・評議員の構成を見直したほか、評議員選任・解任委員会を設置するな
ど、ガバナンスの強化を図った。
・役員研修を実施することで、社協事業への理解がより一層深まり、運
営体制の強化につながった。

【未達成事項】
　　－

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

サービス区分（A) ８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

②評議員会 241 0

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（１）法人運営事業 45,379 2,748

二宮町社会福祉協議会　令和8年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
評議員会における重要事項の審議・議決及び業務執行の
確認を行い、適正な法人運営の確保を図る。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円

〈事業活動支出〉

千円 千円 事務局運営費(増)

人件費(増)

業務委託費(増)

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 法人運営に必要な各種手続き等の実施 法人運営業務

ロ 事務所の施設管理 施設修繕、維持管理、支払等

ハ 職員研修の充実
県社協からの研修年間計画
⇒職員への周知・斡旋（随時）

事務局及び包括職員の情報連携の強化（合
同勉強会開催等）

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

ニ 総合相談機能の強化に向けた取り組みの実施
事務局及び包括職員による出前講座の実施
（通いの場）

横断的情報交換会の定期開催
町(高齢福祉班)・事務局・地域包括・SC・
認知症地域支援推進員

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

ホ 社協会員会費募集を行う チラシ作成等募集備品の発注 ▼

　 ○地区社協部会をとおして町民への加入依頼 地区の実情に合わせ募集を実施

事業概要
事業計画・スケジュール

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・災害対策マニュアルの作成・整備を行った。
・諸規定の整備・改廃を行い、組織体制を整えた。
・「地域の通いの場」に配架した、生活支援サービスファイル（地域資
源をまとめたもの）に社協サービス情報を掲載し、周知を図った。

【未達成事項】
　　－

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・職員の対応力及び事務遂行能力の向上を図るため、業務全般に関する
研修を実施する。
・第２次地域福祉活動計画の進捗確認及び実施状況の検証を行い、課題
の整理を行う。

③事務局運営事業 42,756 8,792 ネットワーク関係のセキュリティ対策費のため

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

事業実施体制の稼働に伴う人件費の増加

管理体制の再整備に向けた、会計業務委託費の計上

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（１）法人運営事業 45,379 2,748

サービス区分（A)

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
法人運営に係る総務・会計・連絡調整等の事務を行い、
円滑な事業運営の確保を図る。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業



ヘ 赤い羽根共同募金・年末たすけあい募金活動を実施する 地区社協部会長へチラシ配布を周知 ▼ ▼

チラシ全戸配布 8/25 3/25

地区社協部会長・法人・学校等へ依頼及び
募金箱設置

依頼
▼

共募 送金
▼

年末 送金
▼

ト その他事業

〇定款・規程等の確認及び更新 定款、規程等の確認及び更新 ▼

○福祉団体への事務支援
関係機関との連絡調整、行事の手伝い、定
例会の参加等

　 ○行路人へ旅費支給、車椅子の貸出し 車椅子の管理、修繕と廃棄

チ 大規模災害時の対応の確認及び必要物品の準備 災害発生時の各事業の対応を確認

事務所内状況の確認 ▼

必要物品購入の検討

災害ボランティアセンター運営マニュアル
等の見直し







科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

人件費支出(減)

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 職員の退職金の積立をする（全社協退職積立、神奈川県福利協会） 全社協積立

福利協会退職積立

ロ 円滑な退職金の支給のため適時取崩しをおこなう 全社協退職金取崩（適時）

サービス区分（A) ８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

（１）法人運営事業 45,379 2,748

予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
職員の退職給付制度を適切に運用し、
安定した雇用環境の確保を図る。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

―

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減 退職給付支出の減少による

④退職金積立事業 1,278 △ 6,044

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

―

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

退職給付に係る必要額の積立を計画的に行うとともに、
退職者の発生に応じて適切に取崩しを行う。





科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ　 火災等の災害にあった家庭に対してお見舞金を贈る 見舞金支出（随時）

県共同募金会への申請 ▼

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

見舞金の適切かつ迅速な支給を行う。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・二宮町災害弔慰金の支給等に関する条例（昭和50年３月20日条例第２
号）による災害弔慰金等の支給対象者との整合を図った。

【未達成事項】
　　－

⑤災害見舞金事業 70 0

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（１）法人運営事業 45,379 2,748

サービス区分（A)

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業 住民に不測の事態が生じた場合に見舞金を支給し、
生活支援を行う。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業





科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 広報紙「社協にのみや」を発行する（１・４・５・８ページはカラー） 広報紙発行 ▼ ▼ ▼

ロ 会員募集と会費納入のお願いチラシを発行する 会員募集チラシ発行 ▼

ハ 赤い羽根共同募金・年末たすけあい募金報告チラシを発行する 報告チラシ発行 ▼

ニ 見やすい紙面をめざし紙面様式と掲載内容の検討を行う 広報部会で検討 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

（他市町村の広報紙との比較も）

ホ より良い記事作成のために読者からの意見の集約を行う 読者の意見集約 ▼

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業

住民にとって見やすく分かりやすい広報紙づくりに努める。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（２）広報事業 1,283 0

サービス区分（A)

①広報紙発行事業 1,153 0

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

基本目標３　施策（４）
・わかりやすく、読みやすい広報紙の作成

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

掲載内容及び記事配置の見直しを行い、読者の意見を収集して広
報紙へ反映する。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・関係団体の情報等を掲載し、町内の福祉の情報発信に努めた。

【未達成事項】
 -



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ ホームページによる情報の発信を行う ホームページの更新（随時）

ロ 既存コンテンツの補強を行う（事業及びボランティア写真等） 既存コンテンツの補強

ハ SNSの運用 タイムリーな情報発信

ニ インターネット環境のセキュリティー強化 職員の意識向上・環境強化

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
ホームページ及びSNSに事業情報やお知らせを随時掲載し、
迅速な情報発信に努める。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

②ホームページ事業 130 0

サービス区分（A) ８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

（２）広報事業 260 0

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

基本目標２　基本施策（４）
・閲覧しやすい・欲しい情報にアクセスしやすいホームページづく
り
・SNSによる適時的な情報発信

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

ホームページ及びSNSを活用し、タイムリーな情報発信を行うとと
もに、町社協を身近に感じられる内容の掲載に努める。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・イベントごとにSNSの更新を行い、タイムリーな情報発信を計っ
た。

【未達成事項】
　ー



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 実施方法の検討・決定 実施方法の検討・決定 ▼

ロ 社会福祉関係団体の活動発表やバザー・模擬店を実施する ふれあい福祉のつどい実施
▼

　開催に伴う各種申請（町-後援名義、消防-露店開設） 各種申請 町 消防

ハ 福祉講演会を実施する 福祉講演会 11時～12時00分
▼

ニ 楽しく福祉に触れられる催しの検討 体験型の催し物などの検討 ▼

ホ 参加団体を委員とする実行委員会を開催する（年２回） 実行委員会の開催 ▼ ▼

ヘ 参加団体募集を行う 参加団体の募集 締切

ト イベント会場マップの作成を行う マップの作成

チ 参加団体紹介冊子の作成を行う 冊子の作成 依頼 締切 ▼

リ 開催後に反省点の抽出を行う
・職員、理事、参加団体
・ボランティア情報交換会

ヌ 効果的な運営のために県社協、他市町村の福祉大会実施内容の情報収集を行う 他市町村実施内容の情報収集 ▼

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
福祉の祭典として、関係団体・ボランティア協力のもと、ラ
ディアンにおいて令和8月年10月3日（土）に開催する

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（３）社会福祉大会事業 930 80

サービス区分（A)

①福祉のつどい事業 767 80

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

基本目標１　施策（１）
・福祉団体の主体的な参画と連携強化
・福祉への理解を深めるための啓発と福祉を身近に感じてもらえ
る企画の実施

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・楽しく福祉に触れられる催しを検討、実施する。
・文化活動発表会の参加団体・観客数を確保する。
・包括と連携し福祉講演会を実施する。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・福祉を身近に感じてもらえるための企画として、令和7年9月27
日(土)にふれあい福祉のつどいを実施した。
・福祉団体の主体的な参画と連携を図れた。

【未達成事項】
－

検討

ルール

等更新

包括と連携・調整

マニュアル更新 3日

3日



ル 文化活動発表会の参加団体の確保 町内小中高・団体へ打診 ▼



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 社会福祉関係功者労表彰を行う 社会福祉大会で表彰 ▼

ロ 社会福祉関係功労者表彰選考委員会を開催する（年1回） 選考委員会の開催 ▼

ハ 対象者の掘り起し
団体への働きかけ、
個人ボランティアの掘り起し

ニ 参加団体・関係団体への協力の呼びかけ 式典での観客者の確保 ▼

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
福祉の祭典として、関係団体・ボランティア協力のもと、ラ
ディアンにおいて令和8月年10月3日（土）に開催する

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（３）社会福祉大会事業 930 80

サービス区分（A)

②顕彰表彰事業 163 0

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

基本目標１　施策（１）
・福祉分野における功労者の表彰

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・令和7年9月27日(土)に福祉の祭典として社会福祉大会を実施
し、福祉分野における功労者の表彰を行った。
【未達成事項】
　　－

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

地域福祉に功績のあった個人及び団体を顕彰し、住民の理解と参
加意識の向上を図る。



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 更生保護女性会へ活動費の助成を行う 助成金の申請と送金事務 ▼

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

更生保護女性会の活動に対し助成を行い、更生保護活動の推進を図る。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・団体へ活動費を助成して団体活動の円滑化を図った。

【未達成事項】
　　－

①更生保護女性会助成事業 20 0

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（４）助成事業 40 0

サービス区分（A)

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
活動に対し助成を行い、地域の見守り及び更生支援活動の推進を
図る。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 保護司会へ活動費の助成を行う 助成金の申請と送金事務 ▼

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

社会を明るくする運動の円滑な実施に資するよう、適時、助成を行う。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・犯罪や非行のない地域づくりに取り組む活動を支援し、地域福祉の推
進により犯罪予防と更生援助を行うキャンペーンに協力した。

【未達成事項】
　　－

②社会を明るくする運動助成事業 20 0

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（４）助成事業 40 0

サービス区分（A)

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
団体に対し助成を行い、地域における更生保護活動の推進を図
る。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

　イ
心配ごと相談開催
（毎月第４木曜日）

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

　ロ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

ハ
広報紙への掲載(町広報紙含む)、
SNSへの投稿

ニ
相互の情報周知や適切な相談媒体へ
の繋ぎ

ホ
相談事に関する書籍購入の検討・購
入

ト 相談体制について検討

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
家族関係、DV、相続、人権問題など町民の方の心配ごとを解
決に導くために相談を受ける

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（５）心配ごと相談所事業 154 0

サービス区分（A)

①心配ごと相談所事業 154 0

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

基本目標３　施策（３）
・身近な相談所として町民に広く周知
・町と連携し、相談所としての機能を強化

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・身近な相談場所として町民に広く周知するため、広報紙への掲
載を実施した。(年３回)

【未達成事項】
－

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

相談従事者の職制ごとの強みも含め、SNS等も活用し広く事業の周
知を行う。また、相談体制について検討を行う。

相談体制の強化を図る

相談体制について検討する

事業概要
事業計画・スケジュール

民生児童委員、人権擁護委員、行政相談員が相談を受け助言する

相談体制、6人の相談員で13：00～16：00までの開催

周知の充実を図る
（相談従事者の特性（職制ごとの強み）や、具体的な相談事例の紹介）

他の相談機関についての情報収集と連携



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ ボランティア活動の普及・啓発を行う

○ボランティア入門講座を開催する ボランティア入門講座の開催 ▼ ▼

○ホームページで登録ボランティア団体の活動をPRする ホームページに情報掲載（随時）

○小中学生向け福祉体験を推進する 小中学校の福祉体験への協力 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

○小中学生向け夏休み福祉体験学習を開催する。 福祉教育の推進 ▼

ロ 登録ボランティア団体等の支援を行う

○情報交換会を開催する（4回） 情報交換会の開催 ▼ ▼ ▼ ▼

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書
事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
ボランティアに関する相談対応及び情報提供を行い、地域の
ボランティア活動を支援する。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（６）ボランティアセンター事業 637 0

サービス区分（A)

①ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動連絡調整事業 175 0

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

基本目標１　施策（３）
・社協登録ボランティア（団体）との協働によるボランティアの育
成
基本目標１　施策（４）
・若年層やシニア層の活動参加の促進
・ニーズの把握とコーディネート機能の強化
基本目標３　施策（２）
・災害ボランティアやコーディネーターの育成
・災害ボランティアセンター立ち上げのシミュレーション、災害時
行動マニュアルの整備

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・登録ボランティア団体の福祉体験内容を整理し、学校等からの
相談に応じる。
・災害ボランティアセンター設置に向けた体制整備を進める。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・社協登録ボランティア団体と情報交換会を実施し情報の共有を
図った。
・ボランティア入門講座を実施し、ボランティアの育成及び若年
層やシニア層の活動参加の促進を図った。
・町内小中学校で福祉体験授業を行った。
・災害ボランティアセンター立上・運営マニュアルの作成を行っ
た。

【未達成事項】
・ニーズと受け入れ先の把握が課題となっている。



○ボランティア保険の活用を促す 広報紙、ホームページへの情報掲載

ハ 災害ボランティアの育成・組織化を推進する

○災害ボランティアセンター立上・運営マニュアルを作成する 災害VC立上・運営マニュアルの作成 ▼ ▼

マニュアル内容の検証 ▼ ▼

ニ ボランティアセンターの利便性の向上を行う 見やすい掲示、配架の実施

○ボランティア関係の情報量を増やす ボランティア情報の収集、掲示、配架 ホームページは常時掲載、広報紙は次年度受付開始の12月を予定

ホームページは常時掲載、広報紙は次年度受付開始の12月を予定



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 社協登録ボランティアグループへ活動費の助成を行う ボランティア活動費助成 ▼

活動費助成申請受付、ヒアリング
▼ ▼ ▼

ロ 県・町等の補助（支援）事業の情報収集、活用提案を行う 助成金情報収集、活用提案 ▼

ハ 寄付金をどう活用しているか、ボランティア団体の活動をPRし、寄付金増を図る 寄付金活用内容のPR ▼ ▼ ▼

（「社協にのみや」に記事掲載）

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
地域におけるボランティア活動の推進のため、活動団体への
助成及び必要な情報提供等の支援を行う。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（６）ボランティアセンター事業 637 0

サービス区分（A)

②ボランティアグループ助成事業 462 0

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

基本目標１　施策（４）
・善意銀行や年末たすけあい募金による財源を基にボランティア
活動を支援

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

県や町等の補助（支援）事業の情報を収集し、ボランティア団体
へ情報提供を行う。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・社協登録ボランティアグループへ、活動費を助成し活動の円滑
化を図った。

【未達成事項】
　　－

締切申請案内 締切申請案内 ﾋｱﾘﾝｸﾞ



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

業務委託費支出(増)

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 地区社協部会活動費、地域の通いの場補助金の交付 補助金の交付 ▼ ▼

ロ 地区社協部会連絡会議を開催する（年回）　 連絡会の開催 ▼ ▼ ▼ ▼

ハ 社協会員会費の戸別依頼を実施する 地区社協部会へ依頼 ▼

二宮町社会福祉協議会　令和8年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業 地域の生活課題の把握と関係機関との連携調整、協議体の運
営支援および住民主体活動の支援を通じ、地域の生活支援体
制の整備を図る。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減 外部講師などの活用拡大による

（７）地域福祉活動推進事業 3,279 50

サービス区分（A)

①地区社協部会運営事業 3,159 50

第３次地域福祉活動計画
(R５～９)への位置づけ

基本目標２　施策（１）
・住民意識の啓発と住民の自助活動の促進
・地域で資源整理、課題抽出等を進め、地域での問題解決力の向
上
・地域における団体活動を支援
基本目標２　施策（２）
・地域交流の場として、通いの場の機能充実
基本目標２　施策（４）
・地区社協の相互連携と効果的な地域福祉活動のあり方の検討
・「オール地域づくり」の推進と地区社協のあり方の検証・検討

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・地区社協と協議・情報共有を行い、地域課題に対応した活動の
継続体制を整備する。
・研修を通じて担い手を育成し、住民主体の支え合い活動を担う
人材を確保する。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・通いの場の開催内容を広報紙およびホームページなどに掲載す
るとともに、チラシを各関係施設に配架した。
・ボランティア入門講座で通いの場の活動内容を紹介した。
・通いの場の機能充実を図り、様々なテーマの出前講座を開催支
援（連絡調整など）した。（町連携）
・通いの場の有効な活用方法を見出すため、新たな出前講座の実
施を検討した。（町連携）

【未達成事項】
・「オール地域づくり」の推進（町連携）



ニ 赤い羽根共同募金の戸別募金を実施する 地区社協部会へ依頼 ▼

ホ 地域における地区社協のあり方の検証（町連携）（継続） 各地区の活動状況を確認 ▼ ▼ ▼

地域との関係性や役割、運営方法、
活動内容について検討

▼ ▼ ▼

ヘ 地域の通いの場の周知を図る
通いの場ガイドブックの作成
（更新）

広報紙や掲示板、ホームページ、Ｓ
ＮＳなどを通じて周知

ト 地域の通いの場実施内容の充実を図る
出前講座の講師を派遣（町、社協、
包括など）

講師やゲストなどの情報提供

有効な活用方法の検討

チ 地区間交流や連携の促進 意見交換を実施 ▼ ▼ ▼

リ 町内資源整理マップの充実（町連携）
生活支援コーディネーターとの連携
による情報収集と周知



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円

〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 支援の実施

ロ 事業の継続について検討

二宮町社会福祉協議会　令和8年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
地域の生活課題を把握し、関係機関と連携した支え合いの
仕組みづくりを推進する。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（７）地域福祉活動推進事業 3,279 50

サービス区分（A)

②生活支援ネットワーク事業 120

第３次地域福祉活動計画
(R５～９)への位置づけ

基本目標１　施策（３）
・地域包括ケアシステムの推進に向け、関係機関との連携および
情報共有を行う
・地域の生活課題に対応した生活支援体制の整備を進める
基本目標３　施策（１）
・移動販売事業者と連携し、移動スーパーの利用促進を図る

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
－

【未達成事項】
・地域資源の活用状況の把握

事業概要
事業計画・スケジュール

日常生活のちょっとした困りごとを解決するため地域と連携して生活支援を行う

事業の継続について検討する

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

地域資源の活用状況を踏まえ、事業の運用方法の見直しおよび今
後の方向性の整理を行う。



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円

〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ
広報紙や掲示板、ホームページ、Ｓ
ＮＳなどを通じて周知

　 要援護世帯への配分 ▼

県共募へ実績を報告 ▼

ロ 年末たすけあい配分委員会を開催する 委員会の開催 ▼

ハ 助成金の申請受付および交付

ニ 前年度の募金より社協事業費として配分を受ける 事業費の配分 ▼ ▼

ホ 配分について見直し、検討する 他市町村事例を参考に検討

二宮町社会福祉協議会　令和8年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業

年末たすけあい募金の配分について検討し実施する

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（８）共同募金配分金事業 1,083 0

サービス区分（A)

①年末たすけあい募金配分金事業 1,083 0

第３次地域福祉活動計画
(R５～９)への位置づけ

基本目標１　施策（４）
・ボランティア活動の支援
基本目標２　施策（１）
・当事者団体の活動支援
基本目標３　施策（４）
・地区社協の活動支援

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・要援護世帯、町内福祉施設、当事者団体、地域福祉推進団体、
地域福祉事業へ配分を実施した。

【未達成事項】
　　－

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

対象者へ年末たすけあい募金の配分を行えるよう、周知方法の改
善および分配基準に必要な書類の整備を進め、必要な時期に適切
な配分を実施する体制を整える。

事業概要
事業計画・スケジュール

児童扶養手当、身体障害者手帳１級・２級、療育手帳Ａ１・Ａ２、要介護認定５

精神障害者保健福祉手帳１級のいずれかに該当する在宅世帯へ配分を行う

前年度の募金より、福祉団体、11地区社協部会、地域の通いの場の活動費を助成する



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 専門員による相談業務 随時

ロ 生活支援員による契約者への支援を実施する 随時

ハ 事業理解のためのＰＲ活動を行う
社協にのみや及びホームページ、町広報紙
等への掲載依頼（随時）

チラシの配架

ニ 専門員、生活支援員の研修参加 県社協　研修会（随時参加）

ホ 局内カンファレンスの定期開催の検討・実施（前年度から持越） 局内カンファレンス定期化の検討

へ 事業に関わる人員確保及び育成方法の検討 人員確保・育成方法の検討

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・専門員・生活支援員の資質向上により適切な支援を行う。
・困難ケースは関係機関へつなぎ、情報共有を図りつつ現行体制で事業
を継続する。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・契約者の自立に向けた支援の実施。
・社協にのみや等で事業の周知を実施。
※契約締結審査会は県社協一括方式に変更。

【未達成事項】
　－

①日常生活自立支援事業 1,674 0

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

(9)福祉ｻｰﾋﾞｽ利用援助事業（県社協受託） 1,674 0

サービス区分（A) ８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
県社会福祉協議会からの受託事業として、判断能力が十分でない高齢者
及び障がい者に対し、福祉サービス利用援助及び日常的金銭管理を行
い、地域生活の継続を支える権利擁護を推進する。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

人件費は事務局運営事業に計上人件費は事務局運営事業に計上



科目

〈事業活動収入〉

町補助金（増）

千円 千円

〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 設置申請および撤去依頼の受付並びに事業内容（システム）の説明を行う
設置申請および撤去依頼の受付並び
に事業内容（システム）の説明

ロ 委託業者との連絡調整を行う 必要時に連絡調整

ハ 事業の周知を図る
ホームページおよびＳＮＳ、掲示板
などを通じて周知

広報紙へ掲載 ▼

民児協、地域ケア会議、通いの場で
の広報活動

ニ 民生委員児童委員との連携
安全安心まちづくり旬間におけるＰ
Ｒ活動

▼ ▼

利用者リストの提供 ▼ ▼

ホ 使いやすいシステムへの検討・検証
同業他社のサービスについて情報収
集

システムの運用方法について見直
し、検討する

二宮町社会福祉協議会　令和8年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業 設置要綱の見直しを行い、必要性を適切に判断したうえ
で、真に支援を要する高齢者世帯へ機器を設置できる体制
を整える。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業 利用者の増加が見込まれるため

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（10）緊急通報ｼｽﾃﾑ事業
   （町補助）

10,610 310

サービス区分（A)

①緊急通報システム事業 10,610 310

第３次地域福祉活動計画
(R５～９)への位置づけ

基本目標３　施策（２）
・シルバー緊急通報システムの設置基準および運用の整理を行
い、見守り機能の充実を図る。

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

設置要綱の見直しおよび運用方法の整理を行い、必要性を適切に
判断したうえで、真に支援を要する高齢者世帯へ機器を設置でき
る体制づくりを進める。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・民生委員の協力により、ひとり暮らしの高齢者を中心に周知を
実施した。
・町および社協の広報紙やホームページ、ＳＮＳ、地域の通いの
場などで事業内容について広く周知した。

【未達成事項】
－





科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

人件費(減)

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 会員のコーディネートを行う（初回打ち合わせ等） 随時実施

ロ まかせて会員養成講座を開催する（随時）　※周知宣伝含む まかせて会員養成講座の開催（随時）

ハ フォローアップ研修会を開催する（年1回）　※周知宣伝含む 周知･募集⇒開催 ▼

ニ 会員交流会を開催する（年1回） 交流会開催 ▼

ホ ファミサポ通信を発行する（年2回） 作成・発行 ▼ ▼

へ 町担当課と支援ケースの情報共有を行う
情報共有（情報共有は随時。年2回程度打
合せ実施予定）

▼ ▼

ト 専用ソフトを使用して会員情報の管理をする 情報管理

チ 子育て支援資源の情報収集を行う（継続） 情報収集と必要に応じた提供

リ さまざまな手法による継続的な周知を実施する
町・社協広報誌及び関連団体定例会で
の周知

ヌ 支援活動に合わせたリスクマネジメントを実施する リスクマネジメント

ル 災害発生時の対応の確認 災害発生時対応の確認

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

町担当課と支援ケースの情報共有を図る。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・支援会員のフォローアップ研修や情報交換会を実施した。
・社協にのみや、広報にのみや等で制度の周知を実施した。
・まかせて会員養成講座実施方法の見直しを実施した。
【未達成事項】
-

①ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業 6,160 △ 65

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減 法定福利費の減少による

（11）ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業（町受託） 6,160 △ 65

サービス区分（A)

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業 町からの受託事業として町の重要施策である子育て支援事業の一
翼を担うべく適切にセンターを運営し、会員相互の幼児・児童の
一時預りを実施する

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 対象者からの相談を受ける 相談受付（随時）

ロ 貸付事務を行う 貸付（随時）

ハ 借受人の状況を確認および返済指導を行う
借受世帯の状況確認（民生委員へ協
力依頼）

ニ 県社協委託金の動向把握を行う 委託金の動向把握

ホ フードバンクなどを活用し相談者へ支援を行う 相談者への支援（随時）

ヘ フードバンクなどの支援体制の強化を図る 支援体制の検討および強化

二宮町社会福祉協議会　令和8年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業 県社会福祉協議会からの受託事業として低所得者、障がい
者、高齢者または失業者に対し資金の貸し付けと必要な援
助・指導を行う

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（12）生活福祉資金貸付事業
   　（県社協受託）

767 0

サービス区分（A)

①生活福祉資金貸付事業 767 0

第３次地域福祉活動計画
(R５～９)への位置づけ

基本目標２　施策（３）
・生活困窮者の就労や経済支援を県社協等と連携し支援

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・県社協などの関係機関と連携し、生活困窮者の自立に向けた相
談および貸付などの支援を行う。
・相談者の生活状況に応じてフードバンクなどを活用した支援を
行う。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・県や県社協、町などの関係機関と連携し、相談の受付および支
援を実施した。

【未達成事項】
－



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円

〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 対象者からの相談を受ける 相談受付（随時）

ロ 貸付事務を行う 貸付（随時）

ハ 返還率の向上を図る 民生委員との情報連携 ▼

督促状の送付 ▼

ニ 貸付調査委員会を開催する（年1回） 貸付調査委員会の開催 ▼

ホ 上位制度の優先活用を図る（県の生活福祉資金など）
上位制度および生活困窮者支援制度
の情報収集と優先活用

ヘ フードバンクなどを活用し相談者へ支援を行う 相談者への支援（随時）

ト フードバンクなどの支援体制の強化を図る 支援体制の検討および強化

二宮町社会福祉協議会　令和8年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
町民の一時困窮に伴う出費に対し、5万円を貸付限度額とし
資金の貸付による援護を行う

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（13）緊急援護資金貸付事業 1,300 0

サービス区分（A)

①緊急援護資金貸付事業 1,300 0

第３次地域福祉活動計画
(R５～９)への位置づけ

基本目標２　施策（３）
・生活困窮者の就労や経済支援を県社協等と連携し支援

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

関係機関と連携し、生活困窮者に対する緊急的な資金貸付および
相談対応を行うとともに、必要に応じてフードバンク等を活用し
た生活維持支援を行う。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・県や県社協、町などの関係機関と連携し、相談の受付および支
援を実施した。

【未達成事項】
－



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 基金から生じる利息を地域福祉事業の財源に充当する。 運用管理

県債等利息（利払い日） ▼ ▼ ▼ ▼

ロ 社会福祉基金を取崩し各種事業の財源に充当する。 基金取崩 ▼

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

基金の積立及び取扱を規程に基づき適切に行う。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・適切な運用管理に努めた。
・社会福祉基金関係の規程に見直しと策定を実施し、運用や取崩に関す
る規則を整備した。
【未達成事項】
　　－

①社会福祉基金積立事業 0 0

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（14）基金積立事業 0 0

サービス区分（A)

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
将来の事業運営に必要な財源の確保及び緊急的な支出に備えるた
め、基金の計画的な積立及び適正な管理を行う。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

その他活動による支出(増)

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 金品等の受託配分事務を行う ボランティア団体へ配分 ▼

ロ 善意銀行運営委員会を開催する（年1回） ▼

ハ 善意銀行の事業ＰＲを実施する 広報紙に受託金品・寄託者を掲載 ▼ ▼ ▼

ホームページに受託金品の使途等を
掲載

▼ ▼

二 寄付金品活用について検討する 寄付金品活用の検討 ▼

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
住民や企業からの寄付金・寄付物品を受け入れ、地域のボラ
ンティア活動や福祉活動の支援に活用する。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減 福祉大会での支出に備えて

（15）善意銀行 589 127

サービス区分（A)

①善意銀行 589 127

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

基本目標１　施策（４）
・善意銀行や年末たすけあい募金による財源を基に、ボランティ
ア活動を支援

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・寄付金品の活用状況について周知を行い、寄付への理解促進を
図る。
・寄付金品を適切に管理し、地域福祉活動の支援に活用する。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・社協にのみやに使途等を掲載し事業のPRを図った。
・寄託品を必要な方に渡した。

【未達成事項】
　　－



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円

千円 千円

〈事業活動支出〉

人件費支出(減)

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 【 町 全 域 】お互いさま推進協議会の運営（町共同） 協議会開催 ▼ ▼

【 小学校区 】第２層協議体の運営（町共同） 協議会開催 ▼ ▼ ▼

①地域資源とニーズの整理
生活支援ファイルの充実・更新並びに
周知

かなふくサイト掲載情報の充実・更新
並びに周知

地域アセスメントの実施

②目指す地域の姿、方針の共有、意識の統一
第１・２層協議体や地域ケア会議へ参
画し、方向性や情報を共有

２層協議体運営へ参画し、方向性や生
活支援情報の授受及び共有

　○生活支援コーディネーターとしての情報発信
SNS、ホームページ、広報紙で地域のこ
とを発信する。

▼ ▼ ▼

③資源開発に必要な人材育成等の内容、手段の検討
資源団体や通いの場参加者への課題の
確認

生活支援サービス提供主体へ実態など
の情報を収集する

二宮町社会福祉協議会　令和8年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
町からの受託事業として、生活支援コーディネーターを中心
に地域における生活支援体制の整備を継続する。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（16）生活支援体制整備事業（町受託） 6,823 △ 33

サービス区分（A)

①生活支援体制整備事業 6,823 △ 33

第3次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

基本目標2　施策（5）
・地域の課題解決に向けた取組を協議
・社会資源の把握、ネットワークづくり、支援ニーズのマッチング 職員の配置状況の変動によるもの

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・課題解決に向けた関係機関との連携体制を強化する。
・情報発信の方法についても広報紙だけではなくSNSを活用する。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・お互いさま推進協議会へ参加し、生活支援体制整備事業の活動報
告を行った。
・一色小学校区の地域の協議体に参加し、二宮小学校区および山西
小学校区においてはそれぞれ地域の協議体を開催した。

【未達成事項】
・地域の協議体の役割や方向性の明確化。
・課題解決に向けた取組方法。
・地域アセスメント

調査内容の検討 アセスメントの実施



取りまとめと関係者間の情報共有

④地縁組織をはじめとする多様な主体への協力依頼
生活支援体制整備事業の取り組みの周
知と参画依頼

　　 ⑤関係団体等のネットワーク化
地域のつながりや相関関係の確認及び
整理

ネットワーク図の作成と希薄分野への
アプローチ検討

⑥地域資源とニーズのマッチング 地域資源とニーズのマッチング

地域課題やサービスの検証



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

法人後見事業費(増)

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 事業実施体制の整備を図る 事業実施体制の整備 ▼

ロ 法人後見事業の実施 相談受付 ▼

審査会実施 ▼ ▼

ハ 研修及び共有の場に参加 研修及び共有の場に参加 ▼

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
関係機関との連携を図りながら、成年後見制度に関する相談対応
が可能となるよう体制整備を進める。

増減の理由

拠点区分

１．法人運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減 法人後見ニーズへの柔軟な対応に向けた、

（17）法人後見事業 200 200

サービス区分（A)

①法人後見事業 200 200 事業実施体制の段階的な拡充のため

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

　1-(2)　権利擁護の推進

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・事業実施体制の整備を図る。
・職員の資質向上のため、情報共有の場に参加する。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
　　－

【未達成事項】
　　－



科目

〈事業活動支出〉

千円 千円 〈事業活動収入〉

人件費(減)

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 随時対応

ロ 住宅改修の理由書を作成する 随時対応

ハ 市町村の委託を受け要介護認定調査を実施する 随時対応

ニ 町介護認定審査会への出席 認定審査（月1～2回）

ホ 介護支援専門員のスキルアップ ケース検討・情報共有（週１回）

他事業所との合同ケース検討会議
（月１回）

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

各種研修会及び湘南ウエストへの参加
（随時）

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
高齢者が自らの意思にもとづき、自立した質の高い生活を送るこ
とができるように支援する

増減の理由

拠点区分

２．ヘルパーステーション事業

サービス区分（A) ８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

（１）居宅介護支援事業 31,815 △ 4,548

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減 職員の配置状況の変動によるもの

①居宅介護支援事業 31,815 △ 4,548

第3次地域福祉活動計画
(R5～R9)への位置づけ

基本目標３　施策（３）
・介護や障害がいの程度に応じて、自立に向けた支援
・介護予防や介護の重症化予防

事業概要
事業計画・スケジュール

介護認定を受けた高齢者に対してケアプランの作成を含めた居宅介護支援を行う

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・他事業所との事例検討や各種研修会等を活用し、サービスの質の維
持・向上を目指す。
・居宅介護支援業務の見直し・効率化に努め、職員体制の強化と経営
の安定を図る。
・業務継続計画（BCP）を軸に、各関係団体との連携を強める。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・ケアマネジャー1名の退職に伴い、訪問介護事業所の職員1名が兼務
にてケアマネジャーに就任した。
・他事業所との合同事例検討会を定期的に行い、相談援助能力の研鑽
に努めた。また、新しい制度や知識についての各種研修会に参加し
た。
・業務継続計画（BCP）に基づく災害や感染症のシミュレーション、研
修（外部講師含む）を登録ヘルパーを含めた職員と共に行った。
【未達成事項】
　　－



科目

〈事業活動収入〉

介護報酬収入（減）

千円 千円

千円 千円

〈事業活動支出〉

介護用品費（増）

会議費（増）

福利厚生費（増）

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 要介護状態にある高齢者に対し、訪問介護を提供する ヘルパーの派遣

ロ 要支援状態にある高齢者に対し、予防訪問介護を提供する ヘルパーの派遣

ハ 障がいの種類にかかわらず、支援の必要度合いに応じて訪問介護を提供する ヘルパーの派遣

ニ 視覚障がい者の援助のためガイドヘルパーを派遣する（付き添い、代筆・代読等） ヘルパーの派遣

ホ 緊急子育て安心サポート事業の援助のためホームヘルパーを派遣する（町受託事業） ヘルパーの派遣

へ 研修を充実し、ヘルパーの質を向上する（月1回）
定例会開催（月１回）及び
湘南ウエスト参加（年２回）

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

ト 新規利用者を増やすため他事業所・ケアマネジャーとの信頼関係を強化する
毎月の社内研修など、ｽｷﾙｱｯﾌﾟ活動の状況
を宣伝周知する

チ ホームページ等を活用し、ヘルパー増員を図る 随時対応（効果的な広報検討）

リ 非常勤ヘルパーの健康を管理する為に健康診断を実施する 健康診断の実施 ▼

ヌ サービス提供責任者及びヘルパーのスキルアップ 各種研修会への参加（随時）

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・ヘルパーへの研修等によるスキルアップと登録ヘルパー増員による
人員の確保。
・町民への広報活動や他事業所との連携により、認知度を高める。

サービス区分（A) ８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減 時間の減少のため

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・登録ヘルパーを対象に月1回の研修会を実施し、スキルアップを図っ
た。また、ヘルパーのスキルに分けた実技研修も導入し、現場レベル
のサービス向上に努めた。

【未達成事項】
・職員の定着と職員の増員への取り組み。

ヘルパー増員のため

定例会参加ヘルパーのお弁当、飲料代のため

（２）訪問介護事業 393,510 3,808

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
自立した日常生活を営むことができるようにホームヘルパーを派
遣する

増減の理由

拠点区分

２．ヘルパーステーション事業 利用者一人当たりの単価は増であるが、ヘルパーの稼動

基本目標２　施策（３）
・ホームヘルパーの派遣等により介護予防や介護の重症化を予防第３次地域福祉活動計画

(R5～9)への位置づけ

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

①訪問介護事業 393,510 3,808

ヘルパーへ貸与している体温計、パルスオキシメーター

などの機器の劣化のため



科目

〈事業活動収入〉

訪問介護利用料（増）

千円 千円 〈事業活動支出〉

事業活動費(減)

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ ヘルパーの派遣

ロ 制度改正に応じたサービス内容の検討
総合事業における自主サービスのあり
方検討

ハ 料金の検討 他の事業所との比較検討 ▼

ニ 制度の周知 様々な機会や媒体を通じた周知

、
事業計画・スケジュール

要介護認定者等に対し公的サービスで対応できない訪問介護自主サービスを提供

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

サービス内容や料金を検討するとともに、必要な方がサービスを利用
できるよう周知する。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・利用しやすいサービス料により、定期利用の利用者からの臨時の依
頼に対応できている。
【未達成事項】
・地域ニーズに沿った新規のサービスの検討。

②訪問介護自主事業 0 △ 20

第３次地域福祉活動計画
(R5～９)への位置づけ

基本目標２　施策（３）　　高齢者や障がい者等がいきいきと暮らしていく
ことができるよう、介護や障がいの程度に応じて自立に向けた支援に取り組
みます。

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減 サービス区分間繰入金支出の減少のため

（２）訪問介護事業 0 △ 20

サービス区分（A) ８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
自立した日常生活を営むことができるようにホームヘルパーを派
遣する

増減の理由

拠点区分

２．ヘルパーステーション事業 定期利用者増のため

他事業への繰出しのみのため事業活動支出はなし



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

人件費支出【増】

千円 千円 その他の活動による支出【増】

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 事業所の管理運営を行う

○ボランティアの募集・育成、有償化への取り組み 有償化の方法の検討・実施

　 ○運営委員会の事務 運営委員会開催 ▼

○職員打ち合わせの開催（月1回） ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

　 ○土曜カンナ（土曜日の営業）の実施 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

　 ○「カンナだより」の作成・配布（月1回） ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

○事業活動のために使用している車輌の整備 点検・車検 ▼ ▼ ▼

○特別支援学校と協力して生徒の進路について支援する 生徒の体験実習・見学の受け入れ ▼ ▼ ▼

福祉事業所合同説明会・見学会 ▼ ▼

○福祉体験学習・見学の受け入れ 随時

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・災害時の対応の整備及び周知、備蓄品等の確保。
・利用率改善のための取り組みを検討する。
・職員の業務の明確化・細分化を行い、業務の負担軽減及
び効率化を図る。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・利用者の作業工賃は増加傾向であり、改善されている。
・利用者の利用率（総利用日数）については下半期は利用者退所
により減少傾向。
【未達成事項】
・備蓄品については不足しているものがある。
・利用者の利用率（総利用日数）が減少傾向のため、改善が図れ
ていない。
・利用者対応や通常業務の煩雑化により、職員の負担が増加して
いる。

①就労継続支援事業 36,712 △ 2,907 退職手当積立基金預け金支出増加によるもの

第３次地域福祉活動計画
(R6～R10)への位置づけ

４-(３)-２　・支援事業の実施
　　　　　　・関係機関と連携した周知と事業理解の促進

8年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減 職員の配置状況の変動によるもの

（１）就労継続支援事業 36,712 △ 2,907

サービス区分（A)

二宮町社会福祉協議会　令和8年度事業計画書
事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
通所している障がい者の日々の生活の向上を目指すため就
労を通じて教育指導を行う

増減の理由

拠点区分

３．障害福祉サービス事業



○共同募金活動への協力 ＪＲ二宮駅街頭募金活動 ▼

〇BCP（業務継続計画）の見直し 計画内容の確認 ▼

備蓄品の確認 ▼

〇虐待防止及び身体拘束適正委員会の実施 職員打ち合わせ時実施 ▼

ロ 利用者への就労及びその他の支援

○受託加工や自主製品の製造販売等を行い、工賃を得て、利用者に配分する 受託加工、製造販売 ⇒ 工賃配分

バザーへの出店 ▼ ▼

　 ○活動日における利用者の昼食の手配 秦野給食センター協同組合

　 ○企業への就労支援・施設外支援の取り組み（ともしびショップ等と連携） 必要時

　 ○個別支援計画の作成・モニタリング（個々に6ヶ月毎） サービス管理責任者と面接

　 ○送迎サービスの実施 運行

　 ○作業によるストレスからの回復、仲間らとのコミュニケーションを図る
レクリエーションの実施（日帰り
旅行等）

▼ ▼

ハ 健康と安全の確保

　 ○利用者及び職員の健康管理のため健康診断を実施する
利用者については希望者のみ（自
己負担）

▼

○感染症拡大防止のための取り組みを実施（関係者間での感染確認時に対応）
消毒、換気、飛沫防止等、感染予
防環境の整備

○協力医療機関の支援を得て健康維持を図る
協力医療機関に利用者の健康診断
の結果、服薬内容の情報を提供

▼

インフルエンザ予防接種　希望者
のみ（自己負担）

▼

○災害時の対応について学習する機会をつくる 避難訓練・かながわｼｪｲｸｱｳﾄ ▼ ▼ ▼

○訪問看護事業所と連携して医療支援する インスリン接種支援

ニ 職員の処遇改善・資質向上

○福祉・介護職員処遇改善加算取得

○社会福祉主事養成講座の受講を支援 受講料の半額補助

○身体拘束及び虐待防止の事業所内研修を実施 新規採用時、全職員年1回実施

ホ 利用者や家族のニーズを意識し、具体化を探る



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円 〈事業活動支出〉

千円 千円

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 計画相談支援の実施

○サービス等利用計画の作成 相談があり次第随時

　 ○支給決定後のサービス等利用計画の見直し（モニタリング：6ヶ月後、1年後）

○計画相談支援支援給付費の請求

　 ○研修会への参加（スキルアップ）

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

就労継続支援B型事業の運営を安定を図る。

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】

【未達成事項】
事業再開に向けての職員の資格の取得が進んでいない。

①指定特定相談支援事業 0 0

第３次地域福祉活動計画
(R6～R10)への位置づけ

４-(１)-２　・相談支援の実施
　　　　　　・相談支援専門員のスキルアップ

７年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（２）指定特定相談支援事業 0 0

サービス区分（A)

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書
事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅰ．社会福祉事業
障がい者の抱える課題の解決や適切な公的サービス利用を支援す
る。

増減の理由

拠点区分

３．障害福祉サービス事業



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円

千円 千円

〈事業活動支出〉

人件費支出（増）

給食費支出（増）

修繕費支出（増）

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 障がい者スタッフの教育指導を実施する
個別支援計画及び就労支援指導項目リ
スト等に基づく指導

ロ 障がい者スタッフの定期的な就労判定を実施する（半期に１度）
指導項目ﾘｽﾄに基づく採点⇒運営委員
会における就労判定

▼ ▼

ハ ともしびショップ「なのはな」運営委員会を開催する（年３回） 運営委員会開催 ▼ ▼ ▼

ニ 「ともしびショップ」の理念・活動等を周知する 広報紙掲載 ▼ ▼ ▼

ホ 喫茶店経営の安定化を目指す 通常営業

雇用契約 ▼ ▼

売り上げ目標額の設定と時点確認 設定 確認 確認

新規メニューの考案、広報活動

法人税申告・固定資産申告 ▼ ▼

ヘ 吾妻山菜の花ウォッチングへの参加方法の検討・決定 参加方法の検討・決定

ト 吾妻山菜の花ウォッチングに参加する 模擬店実施・パンフレットの配布

チ ふれあい福祉のつどい・湘南にのみやふるさとまつりに参加する イベント時の販売及びＰＲ ▼ ▼

リ 就労支援作業所等の製品の仕入れ・販売を行い、販路確保やＰＲを担う 作業所製品の仕入れ・販売（随時）

ヌ ともしびショップのあり方の検討 役場庁舎移転に伴う検討を継続

二宮町社会福祉協議会　令和８年度事業計画書

事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅱ．公益事業
障がいのある方の就労支援の場として喫茶を運営し、地域
交流及び社会参加の促進を図る。

増減の理由

拠点区分

１．ともしびショップ運営事業

８年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（１）ともしびショップ運営事業 9,548 298

サービス区分（A)

①ともしびショップ運営事業 9,648 298

第３次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

基本目標２　施策（３）
・障がい者の雇用につなげるため、継続的な就労支援

最低賃金増のため

食品の単価増のため

設備維持管理費

計画の進捗評価と課題
 (令和７年度事業進捗状況よ
り）

【達成事項】
・ともしびショップは障がい者就労支援のため、また障がい者の
居場所として一定の成果を上げている。

【未達成事項】
－

事業概要
事業計画・スケジュール

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

障がい者スタッフが働きやすいよう作業内容及び業務分担を調整
し、関係事業所と連携して就労環境の充実を図る。

実施ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集



科目

〈事業活動収入〉

千円 千円

千円 千円

〈事業活動支出〉

施設設備等による支出(減)

事務費支出(減)

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 包括的・継続的ケアマネジメント

○関係機関、福祉関係機関以外とのネットワークの強化 顔の見える関係作り

○湘南ウエスト大磯二宮介護保険事業者連絡会の運営 大磯包括と共に事務局運営
▼ ▼ ▼

第3次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

第4章　基本目標2　施策(5)

・地域課題の解決に向けた取り組みなどを通して、地域包括支援
セ
　ンターの機能強化
・地域包括ケアシステムの中核組織としてのネットワーク強化
・総合相談窓口としての機能強化
・町民や民生委員・児童委員等と連携して、町民への総合相談の
周
　知や介護予防等の情報提供

研修研究費の支出の減少による

計画の進捗評価と課題
(令和7年度事業報告より）

評価：
・地域ケア会議では「自立支援に資する個別ケア会議」として多
職種の専門的な視点に基づく助言を通じて、自立支援に資するケ
アマネジメントの視点やサービス等の提供に関する知識・技術を
習得できた。また「身寄りのない高齢者支援」「災害」をテーマ
に事例検討を行い、今後の備えに対する意識を高めることができ
ました。
・介護保険における請求業務にICTを導入し業務の効率化が図れ
た。
・地域の通いの場での講座内容をブラッシュアップし開催でき
た。
課題：
・ヘルパーの資質向上を目的としたスキルアップ研修の開催がで
きなかった。

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

・地域包括ケアシステムの中核機関として、町や関係団体と連携
を強化にし、地域課題の明確化を図り、地域づくりや政策形成に
向けて働きかける。
・また地域包括支援センターとしての資質向上と啓発活動・相談
しやすい環境整備を行う。

事業概要
事業計画・スケジュール

①地域包括支援ｾﾝﾀｰ事業（町受託） 62,640 △ 1,404

固定資産取得支出の減少による

令和8年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

サービス区分（B) 〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

（１）地域包括支援ｾﾝﾀｰ事業 62,640 △ 1,404

サービス区分（A)

二宮町社会福祉協議会　令和8年度事業計画書
事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅱ．公益事業 町からの受託事業として適切にセンターの運営を行う 増減の理由

拠点区分

２．地域包括支援センター事業 介護保険事業収入の増加

総会 総会 総会



〇介護保険事業所への後方支援の充実 後方支援の実施 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

○地域ケア会議の開催（月１回、9月・2月は夜間に開催） 会議開催、会議運営方法の検証 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

町へ提出 ▼

随時

個別事例の検討方法の構築

町へ提出

議事録の作成・報告 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

○地域の通いの場への参画（出前講座の開催）
町地域支援事業
（一般介護予防事業）

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

○介護支援専門員・介護職員へのスキルアップ研修の実施（湘南ウエストとの共催） ケアマネスキルアップ ▼ ▼

ヘルパースキルアップ ▼ ▼

○在宅医療・介護連携推進事業への参画（会議への出席）
町地域支援事業
（在宅医療・介護の連携推進 ）

〇在宅医療・介護連携に関する相談拠点との連携
在宅医療介護連携支援センターと
の意見交換（随時）

ロ 総合相談

○訪問・来所・電話など、様々な相談に対するワンストップサービスの実施
安心して相談できる中核的機関の
構築

〇緊急時でも対応できる相談体制の整備
携帯電話によるオンコール体制の
整備

○職員の資質向上のため、内部勉強会（月１回）　外部研修（随時）への参加
センター職員のスキルアップ

○総合相談機能の強化に向けた取り組みの実施
横断連携会議の定期開催
町（高齢福祉班）・事務局・地域包
括・ＳＣ・認知症地域支援推進員

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

月次報告書の提出 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

ハ 権利擁護

町担当と連携し実施

ニ 介護予防ケアマネジメント

→地域ケア会議について、地域ケア会議が発揮すべき機能、構成員、スケジュー
ルを盛り込んだ開催計画を策定し町へ報告する

→地域ケア会議において多職種と連携して、自立支援・重度化防止等に資する観
点から個別事例の検討を行い、対応策を講じる（課題の明確化、長期・短期目
標、優先順位、支援や対応及び支援者や対応者の確認、モニタリング方法）

→地域ケア会議で検討した個別事例について、その後の変化等をモニタリングす
るルールや仕組みを構築し、かつ実効する

→複数の個別事例から地域課題を明らかにし、これを解決するための政策を町へ
報告する

○高齢者の権利（成年後見・権利擁護・消費者被害の未然防止）、高齢者虐待に
対する支援の実施

→地域支援センターが受けた介護サービスに関する相談について、保険者に対し
て報告や協議を受ける仕組みを設ける

→地域ケア会議の議事録や決定事項を構成員全員が共有するための仕組みを講じ
る（随時）

打合せ

内容の検討
打合せ

▼

内容の検討



○第１号介護予防支援・指定介護予防支援の実施 ケアマネジメントの実施

ホ 認知症初期集中支援チームへの参画

○チーム員会議への出席
町地域支援事業
（認知症総合支援事業）

▼ ▼ ▼ ▼

〇ケース対応の実施
町地域支援事業
（認知症総合支援事業）

ヘ お互いさま推進協議会（協議体）への参画

○お互いさま推進協議会・地域の協議体への出席
町地域支援事業
（生活支援体制整備事業）

 ▼ ▼

ト その他

〇社会福祉士・相談援助実習生の受け入れ 社会福祉士養成校の学生受け入れ ▼ ▼

○町民を対象とした、介護・権利擁護などの教室の開催 講座の開催 ▼ ▼内容の検証 内容の検証



科目

千円 千円

千円 千円 〈事業活動収入〉

〈事業活動支出〉

事業費支出(減)

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ 医療・介護等の支援ネットワークの構築

①認知症ケアパスの更新 更新・配布

②容態に応じた医療・介護等サービス機関の連携体制構築 処遇に対する助言 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

ロ 認知症対応力向上のための支援

①専門職員による処遇検討会の開催支援 事例検討会の開催検討

②介護事業所職員による家族等介護者への介護方法等の助言 講座等の開催検討

サービス区分（B)

拠点区分

２．地域包括支援センター事業

令和8年度予算【事業活動支出計(2)】 前年度比較増減

△ 10（1）地域包括支援センター事業 3,467

二宮町社会福祉協議会 令和8年度事業計画書
事業区分 サービス区分(A)の内容 予算増減記載欄

Ⅱ．公益事業 町からの受託事業として、認知症地域支援推進員を中心
に、地域における認知症対応力の強化や、支援体制の構築
を図る。

増減の理由

サービス区分（A)

②認知症地域支援・ｹｱ向上事業（町受託） 3,467 △ 10

〃　【　〃　】※予算書はサ区(A)まで 前年度比較増減

第3次地域福祉活動計画
(R5～9)への位置づけ

第４章　基本目標１　施策（１）
・地域における認知症の方への理解
・日常的な支援をするための認知症サポーター養成講座の実施と養成
・認知症の方が暮らしやすいまちづくり

諸謝金支出と印刷製本費の減少による

事業概要
事業計画・スケジュール

計画の進捗評価と課題
(令和7年度事業報告より）

評価：
・にのにんカフェにかながわオレンジ大使をお迎えし、参加者に「本人の声」に触れる
　機会を持っていただくことで、認知症の正しい理解につなげることができた。
・認知症サポーターステップアップ講座を土曜日に開催することで、新たな参加者を
　募ることができた。また、サポーターのつどいでは新しい認知症観など、知識を深め
　る機会やグループワークを行う事でチーム力の向上に務めた。
・にのにんカフェ運営団体を自主グループへも募り、開催場所を増やすことができた。
・銀行や商工会議所、中学校・二宮高校で、認知症サポーター養成講座を行い、幅広い
　世代へ認知症に対する理解を図ることができた。
・ロバ隊長マスコット作りを通して町内全体に認知症の普及啓発を行った。
課題：
・認知症の本人の活躍の場や社会参加へのサポート

令和８年度目標
（計画・評価・課題を含め）

引き続き、認知症サポーター養成講座やステップアップ講座、認知症予
防の講座を開催し、正しい知識の普及啓発を行う。
・「本人の声」を大切に、認知症の人やその家族が暮らしやすい町づく
りを考える。
・認知症初期での相談や、診断を受けてから支援につながるまでのサ
ポートを重点的に行うことで重度化防止に取り組む。

随時更新 配布、ＨＰ等へ公開

地域ケア会議や事業所連絡会と連携し開催検討

地域ケア会議や事業所連絡会と連携し開催検討



③認知症に係る多職種を対象にした研修会等の開催 研修会の開催検討

ハ 相談支援の実施・支援体制の構築

➀認知症の人や家族等の相談支援 相談支援・定期的な家族の会開催

②認知症初期集中支援チームとの連携 随時連携

③住民の理解促進
通いの場での講座・アルツハイ
マー月間イベント開催など

④認知症サポーターの普及・啓発 店舗・事業所への啓発

（役場・中学校でのサポーター養成講座開催・養成講座を受けた店舗へ啓発シールの配布）

取組内容の検討と実施

⑤認知症カフェの開催支援 随時支援

→認知症サポーターフォローアップ研修など認知症支援に関する介護保険外サービスの整
備を行い、サポーターのつどいの後方支援

有志募集 随時開催

地域ケア会議や事業所連絡会と連携し開催検討

事業の啓発

40


